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目的

• 中国N市にあるNGO「原生芸術スタジオ（以下、スタジオ）」の空間
に着目し、そこで人間とモノがどのようなネットワークを結ぶことに
よって、精神障害者の造形活動を構成し得ているのか、を組織論
における美学アプローチによって読み解く

• 「誰のどれが原生芸術作品なのか」



造形活動概要

• 活動時間：平日9～16時
※閉室時間はスタジオ職員や視察者の都合で、時に大幅に前後
することがある。

• スタジオ：A区、B区に各1ヶ所（以下、 A区スタジオ、B区スタジオ）

• 利用者：定期的に通っているのは両スタジオともおよそ5～6人。利
用者の構成や在室時間は、曜日や天候によって異なる。



• 常勤職員（寛解者・利用者家族含む）：両スタジオに3人ずつ配置。
スタジオ代表のアートディレクターGは午後に不定期で、いずれか
のスタジオに出勤する。

• 代表Gの主な業務：
①利用者の造形作品や制作状況について、利用者本人やその家
族に対してコメントをすること
②スタジオ職員との会議
③各種メディアの取材や各方面からの視察者への対応
※B区スタジオが省内のモデルに指定されていることもあって、出
勤回数はA区スタジオよりも圧倒的に多い。
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人間とモノの関係

• 組織論
• 組織美学アプローチ：経済合理的な動機というロゴスに基づい
てのみ行動しているわけではないし、時間厳守というエートスに
基づいてのみ行動しているわけでもない。そこに空間と時間が
あり、多様なアーティファクトが介在して生まれた美学的（感性
的）な雰囲気というパトスを味わいながら行動している。（竹中
克久 2014：51）

• 「空間や風景、音景などは自然に生まれるものではない。それ
はときに人工的・恣意的に権力者の存在を隠しながら生産され
る」（竹中克久 2014：48）
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• いわばベテランの集まり。

• 下町にある既存の福祉センター内に設けられた空間。

• 室内はこぢんまりとしていて、使い込まれたモノで構成されている。

• 大半の利用者が一人で通う。

• 訪問者は少ない。

• 利用者同士やスタジオ職員との会話のほかに、戸外の生活感の
ある音声だけが交差する。
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A区スタジオ
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• いわばルーキーの集まり。

• 商業地区に新たに建設された福祉・医療センター内にある空間。

• 室内は広く、見るからに新しいモノで構成されている。

• 利用者の大半が家族に付き添われて通う。

• 利用者・利用者家族・スタジオ職員・センター内の他の活動に参
加する者・視察者（十数～数十人の団体）の音声が飛び交う。

• 上記の身体が様々な移動を伴うため、視覚変化も大きい。
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B区スタジオ



• A区スタジオ、B区スタジオ2つの空間において、人間とモノによっ
て構成されたネットワークは全く異なっている。

• 「ネットワークの成功」 ：ある利用者があるモノを完成させ、Gに
よって「原生芸術作品」と認定される。

• ポイント：精神障害者、素材、作風、クオリティ

• 「ネットワークの失敗」：ポイントを備えていないモノ。原因となるア
クターや相互作用の諸相については、さらなる観察と分析を要す
る。

21

考察と課題


